
　マロニエホームでは『看取り介護に関する指針を』定め、希望される方はマロニエホームで終末期まで過ごせる
選択肢が増えました。喀痰吸引研修を受講した職員が現在は1人おり、今後実施できる職員も増加していく予定
です。入居者様が健康を維持し、安心して生活が出来るように看護師、クリニックの医師と連携をしています。ま
た、関連施設のリハビリスタッフに骨折手術後のリハビリに介入して頂いたり、嚥下に問題がある方の食事介助
の助言を頂いたり、他職種協動のメリットを生かした支援が出来ています。施設の生活が楽しいものとなるよう
に、行事外出や季節のイベントを入居者様と職員が一緒に楽しめるように工夫しています。外出は、今まで行った
事の無い場所や普段はいけない場所などに出掛ける事が出来るように情報を集め、高齢者でも楽しめるように実
施しています。

評価結果市町村受理日

職員が明るい声や表情で利用者に向き合っていて、利用者も元気に動いて会話も弾んでいる様子などからも、職
員全員で利用者を大切に尊重していることが窺える。ベテランの職員も多く職員間の声かけや連携がスムーズで、
仕事に取り組む姿勢や視点が幅広く、様々な取り組み（例えば三食の調理、毎日の買い出し、月１回以上の外
出、、看取り介護の取り組み、職員個々の介護目標管理の試み等）を実践しているところは評価できる。利用者に
対して、日常的に同一法人の他事業所から来る看護師や医師が健康状態を確認していて、年１回健康診断も行う
など、健康で安心して生活できるよう手厚い対応を行っている。懸案であった終末期における「看取り」について、
「看取り介護に関する指針」を作成し、対応に備えて職員の共通認識を図るとともに利用者家族にも説明をしてい
る。喀痰吸引研修を受講済みで対応可能な職員が1人いるが、現在研修を受講中の職員もおり看取り体制の整備
を進めている。今後は、地域交流や運営推進会議のあり方など、事業所として課題と考えている点について、改善
に向けて取り組んでいくことを期待したい。




















